
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和４年度の目標値達成の見込みと方向付け
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6

7 有 無

【施策の振り返り】

8

有 無

10

【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】

11

・独自の情報収集と情報発信の工夫が求められる。
・「職」と「住」を組み合わせた多種多様な生活スタイルのモデルを描く必要がある。
・コロナ禍により直接面談や現地案内の延期や中止が相次いだ。

9

本施策の類似性

本施策の効率性
・新規就農支援等、各課との連携を強化し、定住相談窓口や空き家バンクの活用により、効率的に事務を進めている。
・移住希望者の目線に立ち、きめ細かな案内を行っているため、大変な労力と時間を要し対応している。

自己評価や外部意見を踏まえた
施策全体の今後の方向性

コロナ禍においての相談の手段の１つとしてオンラインを活用します。今後も関係者とのつながりを基本に、本町の住環境の優位性を
ＰＲしていきます。

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 4 年度作成

目標の柱 5 町民と行政との協働によるまちづくりと未来を拓く行政経営
課 係

主管課・係 総合政策課 地域振興係

基本目標(政策) 5-1 地域力の向上を図ります
関係課・係

総合政策課 企画政策係

商工観光課 商工振興係

基本計画(施策) 5-1-5 ・移住定住の促進と定住者支援の充実
商工観光課 雇用対策係

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

移住定住する若者が増え、集落内の交流などにより集落機能が活発化します。また、本町への移住者相互
の交流が図られる。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

移住相談総合窓口を設置し、その窓口を通した移住定住者の増加。

単位
令和元年度 令和４年度

実績値 実績値 目標値 実績値 目標値

令和２年度 令和３年度

移住相談総合窓口を通した移住者数（累計） 組 10 21 15 26 ※30

相談窓口や空き家バンクを活用していただいた。
① 既に目標
クリア

「職」と「住」を中心に、きめ細かく相談に応じる。
※目標値に到達したため、令和４年度目標値を変更した。

② 上回った

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

本資料は、適正に作成しました。
担当課長氏名

星　良栄

施策の目的に対して、今まで実施
してきたことはなんですか？

・移住者目線で移住希望者をサポートする仕組みの構築。
・窓口で転入者、転出者向けアンケートを実施し、現状の把握に努めた。
・移住定住者の増加を図るため、若者定住応援プログラム交付金よりU・Iターン者等への定住支援を行った。

町民等の外部意見を聴取する仕
組みと反映状況を記載してくださ
い。

「２ 成果目標」に対する有効性
（成果が上がった点・問題点）

《成果》

・移住者41組53名（内相談窓口を通した移住者５組６名）につながった。
・若者定住応援プログラム交付金により、新規学卒者12名、U・Iターン者３名の定住支援につながった。

《課題》



12 施策を構成する事務事業

12,942 7,914 14,301 11,602

①継続 総合的な情報収集と発信が必要である。また、将来的に移住に繋がるような取組を継続して続ける。

①継続 直接的な呼び水にはなっていないことから、他の事務事業との統合も視野に事業の見直しを検討する。

番
号

事務事業名
（令和４年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

令和元年度決算額 令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度予算額

02
若者定住応援プロ
グラム交付金事業

商工観光課

目的 町内事業所等に就職する若者への生活支援を通した定住促進と事業所における人材育成を推進する。

町内事業所等に正社員として就職した新規学卒者、Ｕ・Ｉターン者及び雇用する町内事業所に対して交付金を支給し、
若者への生活支援と事業所における人材育成費の支援を行った。

成果 新規学卒者12名、U・Iターン者3名の計15名に定住促進支援金を交付し、若者の生活支援を行った。

4,472 5,456 2,980 4,600

概要

商工振興係

事業費

問題 定住した若者の生活支援にはなっているが、若者の移住定住の直接的な呼び水にはなっていない。

概要
首都圏で行われる移住定住相談会への参加し町の魅力をPRする。地域の特色をいかした仕事づくりの調査研究等を
進め、定住を希望される方には住宅の取得支援を行った。

成果
01

定住対策プロジェ
クト事業

定住促進住宅支援を８件実施した。首都圏での移住相談会に２回出展した。

地域振興係

問題 コロナ禍により、直接、顔と顔を合わせて活動できない場合、どのように参加者にアプローチするか課題が残った。

目的 人口減少に歯止めをかけ、若者の移住定住の促進を図る。

対策

事業費

総合政策課

8,470 2,458 11,321 7,002

目的

概要

成果

対策

問題

対策

目的

概要

問題

03

成果

対策

事業費

対策

事業費

事業費
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概要

成果

目的
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07

目的

問題

対策

事業費

概要

成果
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目的

概要

問題

対策

成果

事業費

問題

事業費の合計（千円）
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目的

概要

成果

問題

対策

事業費




